
数学Ⅰ，数学Ⅰ・数学Ａ 

 

受けて，「数学Ⅰ・数学Ａ」第１問〔２〕（「数学Ⅰ」では第２問〔２〕）における電柱の高さや電柱

に太陽光があたってできる影の長さに関する問題場面のように，共通テストでは当初より日常生活

や社会の事象を取り扱ってきたところである。他にも，例えば，「数学Ⅰ」第２問〔１〕は三角形の

外接円の半径を特殊から一般に拡げることによる三角形の形状の変化を調べる問題であり，三角形

の形状を一意に定める条件にも関わるものである。また，「数学Ⅰ・数学Ａ」第４問は考察の過程と

成果の活用にあたり，n進法による整数の表現方法を問う設問⑴では正答率60％を超えているのに

対して，n進法の仕組みを生かしてタイマーの仕組みを調べたり（設問⑵，平均正答率50％未満），

二つのタイマーの動きの関係として一般的に考えたりすること（設問⑶，平均正答率約20％未満）

に難しさを感じる受験者がいたことがわかる。 

なお，共通テストにおける各問題場面の設定と設問の配列は問題発見・解決過程の一例であって，

事象の数学化の仕方等は唯一絶対というわけではない。また，共通テストはマーク式という形式上，

限られた紙面の都合や問題に取り組める時間的制約上，見通しや着目点を示しながら答えが一つに

定まるように導くが，受験者によってはそれがかえって自由に考えることの制約にもなっている可

能性がある。たとえば，形式に適応するように解決の過程を方向付けたり，問題文と整合的になる

ように解決の結果を解釈・再解釈したりする際にも思考力等は働いているといえるが，それは数学

教育でねらいとするところの一部を見ているにすぎないことを改めて認識しておきたい。 

数学の学びの仕方は本来多様だが，なかでも基礎的な学習の達成に対して授業の果たす役割は大

きい。共通テストは大学入学者選抜のための基礎資料を与えるとともに，問題発見・解決過程のモ

デル，さらには主体的で対話的な学びを実現するための数学科授業のモデルを示すことも意図して

いる。したがって，授業等での問題の活用にあたっては，過程そのものについて批評したり，生徒

自身の考えを公表したりまとめたり，授業中に使える道具やメディアを別に示して（たとえば，ど

のコンピュータソフトを用いるかによっても生徒の活動は変わることは日々の授業者であれば了解

されることだろう）生徒自身の探究を促したりすることを期待する。大学入学者の基礎となる知識・

技能や思考力・判断力・表現力等を把握する共通テストの主たる目的を果たしつつ，今後の授業改

善のヒントでありまたメッセージとして機能するよう努めていきたい。 

 

数学Ⅱ，数学Ⅱ・数学Ｂ 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

数学Ⅱ，数学Ⅱ・数学Ｂ 

１ 前     文 

令和６年度（第４回）共通テストが実施された。共通テストは，大学への入学志願者を対象に，

高等学校の段階における基礎的な学習の達成の程度を判定し，大学教育を受けるために必要な能

力について把握することを目的としている。 

共通テストでは，学習指導要領において育成することを目指す資質・能力を踏まえ，知識の理

解の質を問う問題や，思考力・判断力・表現力等を発揮して解くことが求められる問題を重視し

て出題することとなっており，数学においても，数学的な問題解決の過程を重視し，事象の数量

等に着目して数学的な問題を見いだすこと，構想・見通しを立てること，目的に応じて数・式，

図，表，グラフなどを活用し，一定の手順に従って数学的に処理すること，及び，解決過程を振

り返り，得られた結果を意味付けたり，活用したりすることなどを求めることとなっている。 

ここでは，本年度の問題について評価の視点から分析し，上記の共通テストの目的や趣旨が実

現されているかどうかについて評価したい。 

なお，評価に当たっては，14 ページに記載の８つの観点により，総合的に検討を行った。 

２ 内 容・範 囲 

「数学Ⅱ」について 

第１問  

〔１〕（対数関数） 

⑴(ｉ)(ⅱ) 対数関数のグラフの性質についての基本的な知識・技能を問うている。 

(ⅲ) 対数関数y = log𝑘𝑘𝑘𝑘 𝑥𝑥𝑥𝑥とy = log2 𝑘𝑘𝑘𝑘𝑥𝑥𝑥𝑥のそれぞれにおいて，𝑘𝑘𝑘𝑘 = 2,3,4 のときのグラフの概形

の変化について，数学的な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に処理する力を問うてい

る。 

⑵ log𝑥𝑥𝑥𝑥 𝑦𝑦𝑦𝑦 を含む方程式や不等式の表す図形や領域について，既習の知識と結びつけて考察す

る力を問うている。 

 いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

〔２〕（いろいろな式） 

⑴ 二次方程式の解と，三次式を二次式で割った場合の商，余りについての基本的な知識・技能

を問うている。 

⑵(ｉ) 余りが定数となる条件について，論理的に推論する力を問うている。 

(ⅱ) (ｉ)の逆について，数学的な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に処理する力を問うてい

る。 

⑶ 解決過程を振り返り，⑵で得られた結果を活用する力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。  
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第２問（微分・積分）  

⑴(ｉ) 導関数についての基本的な知識・技能を問うている。 

(ⅱ) 定積分で表された関数の極値についての基本的な知識・技能を問うている。 

(ⅲ) 定積分で表された関数の 𝑥𝑥𝑥𝑥 = 3 における微分係数と，その図形的な意味についての基本

的な知識・技能を問うている。 

⑵ 二次関数のグラフと𝑥𝑥𝑥𝑥軸，𝑦𝑦𝑦𝑦軸とで囲まれた二つの部分の面積についての基本的な知識・技

能を問うている。また，その二次関数を導関数にもつ三次関数のグラフの概形について，二

つの部分の面積の大小関係によってどのように変化するかを論理的に推論する力を問うてい

る。 

⑶ 二次関数のグラフの特徴からその二次関数を導関数にもつ三次関数のグラフの特徴について，

一定の手順にしたがって数学的に処理する力を問うている。また，関数𝑦𝑦𝑦𝑦 = S(𝑥𝑥𝑥𝑥)上の二点を結

ぶ線分の中点について，見いだした事柄を既習の知識と結びつけ，概念を広げたり深めたり

する力や一般化したりする力等を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第３問（三角関数） 

⑴ 三角関数を含む方程式の解についての基本的な知識・技能を問うている。 

⑵(ｉ) 三角関数を含む方程式の最も小さい解と二番目に小さい解の導出について，加法定理を利

用して，一定の手順にしたがって数学的に処理する力を問うている。 

(ⅱ) (ｉ)の結果を一般化し，数学的な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に処理する力を問う

ている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第４問（図形と方程式） 

⑴ 円の方程式についての基本的な知識・技能を問うている。 

⑵(ｉ) 円に接する直線の方程式を接点の座標が与えられた場合について，問題解決の手順に沿っ

て，数学的に処理する力を問うている。 

(ⅱ) 円と直線が接する条件について，図を活用して論理的に推論する力を問うている。 

(ⅲ) (ｉ)(ⅱ)を踏まえて，二つの円の両方に接する直線の方程式について，示された「点と直線の

距離」の式を活用し一定の手順にしたがって数学的に処理する力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

【総合所見】  

全体を通して，「数学Ⅱ」の範囲から適切に出題されており，設問内容も学習指導要領の範囲

内であるとともに，その内容に極端な偏りもなく適切であった。焦点化した問題を解決するため

の基本的な知識・技能や一定の手順にしたがって数学的に処理する力を問うだけでなく，解決過

程を振り返り，統合的・発展的に考えるなど，数学的な見方・考え方に基づいた思考力・判断

力・表現力等を問う問題も出題されており，バランスの取れた出題といえる。 

 

「数学Ⅱ・数学Ｂ」について 

第１問  

「数学Ⅱ」の第１問と同じ。 

第２問  

「数学Ⅱ」の第２問と同じ。 

第３問（確率分布と統計的な推測） 

⑴ 確率変数 𝑋𝑋𝑋𝑋 の平均（期待値）と，標本平均とその平均（期待値）についての基本的な知

識・技能を問うている。また，標本の標準偏差 𝑆𝑆𝑆𝑆 を確率変数 𝑋𝑋𝑋𝑋 の平方の平均と平均の平方で

表し，示された方針に沿って，母平均に対する信頼度 95％の信頼区間について，一定の手順

にしたがって数学的に処理する力を問うている。 

⑵ 連続する４週および５週の期間において，ちょうど３週続けて日曜日の天気が晴れになる回

数の期待値について，反復試行の確率の考え方を用いて，的確かつ能率的に処理する力を問

うている。また，示された方針に沿って，問題解決に向けて，構想・見通しを立て，連続す

る 300 週の期間において，ちょうど３週続けて日曜日の天気が晴れになる回数の期待値につい

て，数学的な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に処理する力を問うているのに加え，得

られた結果を基に元の事象に戻してその意味を考える力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。日常生活における問題を数理的に捉えて数学化し，解決する問題であり，問うべき資質・能

力についてもバランスがとれている。 

第４問（数列） 

⑴ 初項と漸化式が与えられた等差数列の第２項と第３項についての基本的な知識・技能を問う

ている。また，その数列の一般項について，一定の手順にしたがって数学的に処理する力を

問うている。 

⑵ 2𝑏𝑏𝑏𝑏𝑛𝑛𝑛𝑛+1 − 𝑏𝑏𝑏𝑏𝑛𝑛𝑛𝑛 + 3 = 0 の形で漸化式が与えられた数列の一般項について，一定の手順にしたが

って数学的に処理する力を問うている。 

⑶(ｉ) (𝑐𝑐𝑐𝑐𝑛𝑛𝑛𝑛 + 3)(2𝑐𝑐𝑐𝑐𝑛𝑛𝑛𝑛+1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐𝑛𝑛𝑛𝑛 + 3) = 0 の形で漸化式が与えられた数列 {𝑐𝑐𝑐𝑐𝑛𝑛𝑛𝑛} において，𝑐𝑐𝑐𝑐1 = 5 の場

合と 𝑐𝑐𝑐𝑐3 = −3 の場合のそれぞれについて，その他の項を考察する基本的な知識・技能を問

うている。 

(ⅱ) 数列 {𝑐𝑐𝑐𝑐𝑛𝑛𝑛𝑛} において，𝑐𝑐𝑐𝑐3 = −3 の場合について，第４項が与えられている場合の初項と第

２項，第５項を考察する基本的な知識・技能を問うている。 

(ⅲ) 数列 {𝑐𝑐𝑐𝑐𝑛𝑛𝑛𝑛} において，𝑐𝑐𝑐𝑐1 ≠ −3 の場合についての命題を証明するための方針を立て，論理

的に推論する力を問うている。 

(ⅳ) (ｉ)(ⅱ)(ⅲ)の結果を活用して，漸化式を満たすような数列の存在について，見いだした事柄を

既習の知識と結びつけ、概念を広げたり深めたりする力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切で

ある。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第５問（ベクトル） 

⑴ 空間の２点を結ぶベクトルの成分と２つのベクトルの内積についての基本的な知識・技能を

問うている。 

⑵ 原点とℓ1上の点Ｐとの距離�OP�����⃗ � が最小となるときのＰの位置について，花子さんの方針で

はベクトルの成分から �OP�����⃗ �
2
 を二次関数で表し，一定の手順にしたがって数学的に処理する

力を問うている。また，太郎さんの方針では直線 OP と ℓ1 の関係に着目し，数学的な見方・

考え方を基に，的確かつ能率的に処理する力を問うている。 

⑶ ⑵で得られた結果を踏まえて，直線 ℓ1 上の点Ｐと直線 ℓ2 上の点Ｑを結ぶ線分 PQ の長さ

が最小になる点Ｐと点Ｑの座標について，数学的な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に
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第２問（微分・積分）  

⑴(ｉ) 導関数についての基本的な知識・技能を問うている。 

(ⅱ) 定積分で表された関数の極値についての基本的な知識・技能を問うている。 

(ⅲ) 定積分で表された関数の 𝑥𝑥𝑥𝑥 = 3 における微分係数と，その図形的な意味についての基本

的な知識・技能を問うている。 

⑵ 二次関数のグラフと𝑥𝑥𝑥𝑥軸，𝑦𝑦𝑦𝑦軸とで囲まれた二つの部分の面積についての基本的な知識・技

能を問うている。また，その二次関数を導関数にもつ三次関数のグラフの概形について，二

つの部分の面積の大小関係によってどのように変化するかを論理的に推論する力を問うてい

る。 

⑶ 二次関数のグラフの特徴からその二次関数を導関数にもつ三次関数のグラフの特徴について，

一定の手順にしたがって数学的に処理する力を問うている。また，関数𝑦𝑦𝑦𝑦 = S(𝑥𝑥𝑥𝑥)上の二点を結

ぶ線分の中点について，見いだした事柄を既習の知識と結びつけ，概念を広げたり深めたり

する力や一般化したりする力等を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第３問（三角関数） 

⑴ 三角関数を含む方程式の解についての基本的な知識・技能を問うている。 

⑵(ｉ) 三角関数を含む方程式の最も小さい解と二番目に小さい解の導出について，加法定理を利

用して，一定の手順にしたがって数学的に処理する力を問うている。 

(ⅱ) (ｉ)の結果を一般化し，数学的な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に処理する力を問う

ている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第４問（図形と方程式） 

⑴ 円の方程式についての基本的な知識・技能を問うている。 

⑵(ｉ) 円に接する直線の方程式を接点の座標が与えられた場合について，問題解決の手順に沿っ

て，数学的に処理する力を問うている。 

(ⅱ) 円と直線が接する条件について，図を活用して論理的に推論する力を問うている。 

(ⅲ) (ｉ)(ⅱ)を踏まえて，二つの円の両方に接する直線の方程式について，示された「点と直線の

距離」の式を活用し一定の手順にしたがって数学的に処理する力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

【総合所見】  

全体を通して，「数学Ⅱ」の範囲から適切に出題されており，設問内容も学習指導要領の範囲

内であるとともに，その内容に極端な偏りもなく適切であった。焦点化した問題を解決するため

の基本的な知識・技能や一定の手順にしたがって数学的に処理する力を問うだけでなく，解決過

程を振り返り，統合的・発展的に考えるなど，数学的な見方・考え方に基づいた思考力・判断

力・表現力等を問う問題も出題されており，バランスの取れた出題といえる。 

 

「数学Ⅱ・数学Ｂ」について 

第１問  

「数学Ⅱ」の第１問と同じ。 

第２問  

「数学Ⅱ」の第２問と同じ。 

第３問（確率分布と統計的な推測） 

⑴ 確率変数 𝑋𝑋𝑋𝑋 の平均（期待値）と，標本平均とその平均（期待値）についての基本的な知

識・技能を問うている。また，標本の標準偏差 𝑆𝑆𝑆𝑆 を確率変数 𝑋𝑋𝑋𝑋 の平方の平均と平均の平方で

表し，示された方針に沿って，母平均に対する信頼度 95％の信頼区間について，一定の手順

にしたがって数学的に処理する力を問うている。 

⑵ 連続する４週および５週の期間において，ちょうど３週続けて日曜日の天気が晴れになる回

数の期待値について，反復試行の確率の考え方を用いて，的確かつ能率的に処理する力を問

うている。また，示された方針に沿って，問題解決に向けて，構想・見通しを立て，連続す

る 300 週の期間において，ちょうど３週続けて日曜日の天気が晴れになる回数の期待値につい

て，数学的な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に処理する力を問うているのに加え，得

られた結果を基に元の事象に戻してその意味を考える力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。日常生活における問題を数理的に捉えて数学化し，解決する問題であり，問うべき資質・能

力についてもバランスがとれている。 

第４問（数列） 

⑴ 初項と漸化式が与えられた等差数列の第２項と第３項についての基本的な知識・技能を問う

ている。また，その数列の一般項について，一定の手順にしたがって数学的に処理する力を

問うている。 

⑵ 2𝑏𝑏𝑏𝑏𝑛𝑛𝑛𝑛+1 − 𝑏𝑏𝑏𝑏𝑛𝑛𝑛𝑛 + 3 = 0 の形で漸化式が与えられた数列の一般項について，一定の手順にしたが

って数学的に処理する力を問うている。 

⑶(ｉ) (𝑐𝑐𝑐𝑐𝑛𝑛𝑛𝑛 + 3)(2𝑐𝑐𝑐𝑐𝑛𝑛𝑛𝑛+1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐𝑛𝑛𝑛𝑛 + 3) = 0 の形で漸化式が与えられた数列 {𝑐𝑐𝑐𝑐𝑛𝑛𝑛𝑛} において，𝑐𝑐𝑐𝑐1 = 5 の場

合と 𝑐𝑐𝑐𝑐3 = −3 の場合のそれぞれについて，その他の項を考察する基本的な知識・技能を問

うている。 

(ⅱ) 数列 {𝑐𝑐𝑐𝑐𝑛𝑛𝑛𝑛} において，𝑐𝑐𝑐𝑐3 = −3 の場合について，第４項が与えられている場合の初項と第

２項，第５項を考察する基本的な知識・技能を問うている。 

(ⅲ) 数列 {𝑐𝑐𝑐𝑐𝑛𝑛𝑛𝑛} において，𝑐𝑐𝑐𝑐1 ≠ −3 の場合についての命題を証明するための方針を立て，論理

的に推論する力を問うている。 

(ⅳ) (ｉ)(ⅱ)(ⅲ)の結果を活用して，漸化式を満たすような数列の存在について，見いだした事柄を

既習の知識と結びつけ、概念を広げたり深めたりする力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切で

ある。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第５問（ベクトル） 

⑴ 空間の２点を結ぶベクトルの成分と２つのベクトルの内積についての基本的な知識・技能を

問うている。 

⑵ 原点とℓ1上の点Ｐとの距離�OP�����⃗ � が最小となるときのＰの位置について，花子さんの方針で

はベクトルの成分から �OP�����⃗ �
2
 を二次関数で表し，一定の手順にしたがって数学的に処理する

力を問うている。また，太郎さんの方針では直線 OP と ℓ1 の関係に着目し，数学的な見方・

考え方を基に，的確かつ能率的に処理する力を問うている。 

⑶ ⑵で得られた結果を踏まえて，直線 ℓ1 上の点Ｐと直線 ℓ2 上の点Ｑを結ぶ線分 PQ の長さ

が最小になる点Ｐと点Ｑの座標について，数学的な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に
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処理する力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。数学的に処理する力を問うだけでなく，得られた結果を基に図形的に考察する力を問うてい

る。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

【総合所見】 

全体を通して，「数学Ⅱ・数学Ｂ」の範囲から適切に出題されており，設問内容も学習指導要

領の範囲内であるとともに，その内容に極端な偏りもなく適切であった。焦点化した問題を解決

するための基本的な知識・技能や一定の手順にしたがって数学的に処理する力を問うだけでなく，

論理的に推論するなど，数学的な見方・考え方に基づいた思考力・判断力・表現力等を問うてい

た。また，事象の特徴を捉えて数学化する力を問うたり，得られた結果を元の事象に戻してその

意味を考える力を問うたりする問題も出題されており，バランスの取れた出題といえる。 

３ 分 量・程 度 

「数学Ⅱ」について 

全問必答 

第１問  

〔１〕基本～標準的な難易度の設問で構成されており，設問数と文字数は試験時間に照らして適

切である。 

〔２〕基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字

数は試験時間に照らして適切である。 

第２問  

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字

数は試験時間に照らして適切である。⑶については，標準的な難易度であるが，学びの質に

よって差がつきやすい良問である。 

第３問  

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字

数は試験時間に照らして適切である。 

第４問  

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字数 

は試験時間に照らして適切である。 

 

「数学Ⅱ・数学Ｂ」について 

第１問 全問必答  

「数学Ⅱ」の第１問と同じ。 

第２問 全問必答  

「数学Ⅱ」の第２問と同じ。  

第３問 選択問題  

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数は試験時間に照らして適切であり，

文字数についても適切である。⑵は，日常生活や社会の事象を数理的に捉える力が求められ，

やや難易度が高かったと考えられるが，今後の学びの質を向上させるためにもこのような設

問は必要である。 

第４問 選択問題 

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数は試験時間に照らして適切であり，

文字数についても適切である。 ト については、標準的な難易度であるが，学びの質によっ

て差がつきやすい良問である。 

第５問 選択問題  

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数は試験時間に照らして適切であり，

文字数についても適切である。⑶は標準的な難易度であるが，学びの質によって差がつきや

すい良問である。 

４ 表 現・形 式 

「数学Ⅱ」について 

第１問  

〔１〕対数関数y = log𝑘𝑘𝑘𝑘 𝑥𝑥𝑥𝑥とy = log2 𝑘𝑘𝑘𝑘𝑥𝑥𝑥𝑥のそれぞれにおいて，𝑘𝑘𝑘𝑘 = 2,3,4  のときのグラフの概形の

変化を，数学的な見方・考え方を基に的確かつ能率的に処理していく学習場面が設定されて

いる。log𝑥𝑥𝑥𝑥 𝑦𝑦𝑦𝑦 を含む方程式や不等式の表す図形や領域について，既習の知識と結びつけて

考察する場面が想定されている。このことは問題作成方針に合致したものであり適切である。 

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。 

〔２〕二次方程式の解を求めたり，三次の整式の除法で，余りが定数になるための同値条件を考

察する過程において，論理的に推論したり，得られた結果を活用したりする学習場面が設定

されている。このことは問題作成方針に合致したものであり適切である。 

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。 

第２問 

定積分で表された関数について，極値やグラフの特徴を調べるために，一定の手順にした

がって的確かつ能率的に処理していく学習場面が想定されている。⑶では，定積分で表され

た三次関数のグラフの特徴についてその導関数から考察する数学的な見方・考え方が重視さ

れている。このことは問題作成方針に合致したものであり適切である。 

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。  

第３問 

三角関数を含む方程式の解を求める過程において，加法定理を用いて構想に沿って、一定

の手順にしたがって数学的に処理する学習場面が設定されている。⑵(ⅱ)では，(ｉ)の解決過程を

振り返り，一般化する過程を重視しており，このことは問題作成方針に合致したものであり

適切である。 

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。 

第４問 

座標平面上の２つの円に接する直線の方程式を求める過程において，与えられた方針をも

とに見通しをもって，一定の手順で数学的に処理する学習場面が設定されている。⑵では，

２直線が垂直である条件から接線の方程式を導出したり，円と直線が接する条件について図

を活用して論理的に推論したりする過程が重視されている。このことは問題作成方針に合致

したものであり適切である。 

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。 

 

「数学Ⅱ・数学Ｂ」について 

第１問  
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処理する力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。数学的に処理する力を問うだけでなく，得られた結果を基に図形的に考察する力を問うてい

る。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

【総合所見】 

全体を通して，「数学Ⅱ・数学Ｂ」の範囲から適切に出題されており，設問内容も学習指導要

領の範囲内であるとともに，その内容に極端な偏りもなく適切であった。焦点化した問題を解決

するための基本的な知識・技能や一定の手順にしたがって数学的に処理する力を問うだけでなく，

論理的に推論するなど，数学的な見方・考え方に基づいた思考力・判断力・表現力等を問うてい

た。また，事象の特徴を捉えて数学化する力を問うたり，得られた結果を元の事象に戻してその

意味を考える力を問うたりする問題も出題されており，バランスの取れた出題といえる。 

３ 分 量・程 度 

「数学Ⅱ」について 

全問必答 

第１問  

〔１〕基本～標準的な難易度の設問で構成されており，設問数と文字数は試験時間に照らして適

切である。 

〔２〕基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字

数は試験時間に照らして適切である。 

第２問  

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字

数は試験時間に照らして適切である。⑶については，標準的な難易度であるが，学びの質に

よって差がつきやすい良問である。 

第３問  

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字

数は試験時間に照らして適切である。 

第４問  

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字数 

は試験時間に照らして適切である。 

 

「数学Ⅱ・数学Ｂ」について 

第１問 全問必答  

「数学Ⅱ」の第１問と同じ。 

第２問 全問必答  

「数学Ⅱ」の第２問と同じ。  

第３問 選択問題  

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数は試験時間に照らして適切であり，

文字数についても適切である。⑵は，日常生活や社会の事象を数理的に捉える力が求められ，

やや難易度が高かったと考えられるが，今後の学びの質を向上させるためにもこのような設

問は必要である。 

第４問 選択問題 

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数は試験時間に照らして適切であり，

文字数についても適切である。 ト については、標準的な難易度であるが，学びの質によっ

て差がつきやすい良問である。 

第５問 選択問題  

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数は試験時間に照らして適切であり，

文字数についても適切である。⑶は標準的な難易度であるが，学びの質によって差がつきや

すい良問である。 

４ 表 現・形 式 

「数学Ⅱ」について 

第１問  

〔１〕対数関数y = log𝑘𝑘𝑘𝑘 𝑥𝑥𝑥𝑥とy = log2 𝑘𝑘𝑘𝑘𝑥𝑥𝑥𝑥のそれぞれにおいて，𝑘𝑘𝑘𝑘 = 2,3,4  のときのグラフの概形の

変化を，数学的な見方・考え方を基に的確かつ能率的に処理していく学習場面が設定されて

いる。log𝑥𝑥𝑥𝑥 𝑦𝑦𝑦𝑦 を含む方程式や不等式の表す図形や領域について，既習の知識と結びつけて

考察する場面が想定されている。このことは問題作成方針に合致したものであり適切である。 

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。 

〔２〕二次方程式の解を求めたり，三次の整式の除法で，余りが定数になるための同値条件を考

察する過程において，論理的に推論したり，得られた結果を活用したりする学習場面が設定

されている。このことは問題作成方針に合致したものであり適切である。 

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。 

第２問 

定積分で表された関数について，極値やグラフの特徴を調べるために，一定の手順にした

がって的確かつ能率的に処理していく学習場面が想定されている。⑶では，定積分で表され

た三次関数のグラフの特徴についてその導関数から考察する数学的な見方・考え方が重視さ

れている。このことは問題作成方針に合致したものであり適切である。 

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。  

第３問 

三角関数を含む方程式の解を求める過程において，加法定理を用いて構想に沿って、一定

の手順にしたがって数学的に処理する学習場面が設定されている。⑵(ⅱ)では，(ｉ)の解決過程を

振り返り，一般化する過程を重視しており，このことは問題作成方針に合致したものであり

適切である。 

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。 

第４問 

座標平面上の２つの円に接する直線の方程式を求める過程において，与えられた方針をも

とに見通しをもって，一定の手順で数学的に処理する学習場面が設定されている。⑵では，

２直線が垂直である条件から接線の方程式を導出したり，円と直線が接する条件について図

を活用して論理的に推論したりする過程が重視されている。このことは問題作成方針に合致

したものであり適切である。 

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。 

 

「数学Ⅱ・数学Ｂ」について 

第１問  
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「数学Ⅱ」の第１問と同じ。    

第２問  

   「数学Ⅱ」の第２問と同じ。  

    第３問  

ある地域における晴れの日曜日がどのくらいあるかについて，晴れか晴れ以外かで確率変

数を定義し，二項分布や正規分布を用いて，母平均の信頼区間を考察するなどの学習場面が

設定されている。⑵では，ちょうど３週連続で日曜日が晴れになる回数の期待値を一定の手

順にしたがって数学的に処理する場面が設定されている。これは日常生活や社会の事象を数

理的に捉えた上で数学的に処理し問題解決につなげる過程を重視しており，このことは問題

作成方針に合致したものであり適切である。  

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。 

    第４問  

与えられた漸化式について，具体的な値から数列の性質を考察したり，数学的帰納法を活

用して漸化式に関する命題を考察したりする学習場面が設定されている。さらに，その結果

を活用して漸化式を満たす数列が存在するかどうかについて発展的に考察させるなど，この

ことは問題作成方針に合致したものであり適切である。 

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。 

第５問  

空間内における直線上の動点と定点，および２つの動点の距離の最小値について，座標を

用いる代数的な思考と図形的性質を用いる幾何的な思考の２つの方法で問題を解決するため

の見通しを立てて，的確かつ能率的に処理していく学習場面が設定されている。２つの解法

を比較することで数学的な見方・考え方のよさを実感できる問題であり，このことは問題作

成方針に合致したものであり適切である。 

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。 

５ ま  と  め（総括的な評価） 

本年度の試験の平均点は「数学Ⅱ」が 35.43 点，「数学Ⅱ・数学Ｂ」が 57.74 点と，両科目にお

いて，前年度の試験と比べてやや下降した。多くの問題が基本～標準的な設問で構成されていた

点に加え，分量においても全体的に適切な量であり，出題内容においても極端な偏りもなく適切

であった。昨年度に引き続き，焦点化した問題を数学的に処理する知識・技能を問うだけでなく，

会話文などから問題解決の見通しを立てたり，目的に応じて数・式，図，表，グラフなどを活用

し数学的な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に処理したりする思考力・判断力・表現力等を

問うている。また、解決過程を振り返るなどして概念を形成することについて，統合的・発展的

に考える思考力・判断力・表現力等を問うている。これは数学的な問題解決の過程を重視してお

り，問題作成方針に沿った出題となっている。 

問題提示について，昨年度同様，問題の一部分を枠で囲んだり，書体を変えたり，会話文を必

要最低限にまとめたりするなどの工夫が見られた。また，問題解決の過程を振り返って考えるこ

とができるよう，どの問題も各設問間のつながりを意識し作られていた。さらに，問題文の余白

（計算スペース）も積極的に取られていた。これらは，前年度の問題評価・分析委員会報告書で

提案されていたことであるが，その提案が実現した形となっている。昨年度の提言を踏まえ，受

験者の力をより適正に見取ることができる問題提示の形式であったと評価できる。 

また，第 1 問で前設問が正解の場合のみ点が与えられる問題が出題された。証明の過程を重視し

た配点であり，受験者の力をより正確に見取ることができる。解答が分数になる場合，あえて分

母の数を与えている箇所があり，受験者への様々な配慮がうかがえた。また，基本的な公式の導

出の場面がいくつかあり，結果のみならず導出過程も重視する姿勢がうかがえた。さらに，会話

文を参考にしながら，一つの問題に対して複数の解法を用いて考察する学習場面が設定されてお

り，受験者の力をより多面的に見取ることができる。 

課題としては，受験者の学習の履歴によって解答のし易さに差が出たと思われる問題が，わず

かながらあった点である。しかし，丁寧な問題解決の方針にしたがって考察すれば正解に辿りつ

くことができ，深い学びや学びの質の向上にも必要な設問であったといえる。 

全体としては，高等学校数学の学びの質を問うよく練られた問題であり，高校現場における授

業改善，テスト作問の在り方について大きな示唆を得た。様々な制約の中で問題作成にかかわっ

た諸先生方，関係各位に敬意を表します。 
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「数学Ⅱ」の第１問と同じ。    

第２問  

   「数学Ⅱ」の第２問と同じ。  

    第３問  

ある地域における晴れの日曜日がどのくらいあるかについて，晴れか晴れ以外かで確率変

数を定義し，二項分布や正規分布を用いて，母平均の信頼区間を考察するなどの学習場面が

設定されている。⑵では，ちょうど３週連続で日曜日が晴れになる回数の期待値を一定の手

順にしたがって数学的に処理する場面が設定されている。これは日常生活や社会の事象を数

理的に捉えた上で数学的に処理し問題解決につなげる過程を重視しており，このことは問題

作成方針に合致したものであり適切である。  

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。 

    第４問  

与えられた漸化式について，具体的な値から数列の性質を考察したり，数学的帰納法を活

用して漸化式に関する命題を考察したりする学習場面が設定されている。さらに，その結果

を活用して漸化式を満たす数列が存在するかどうかについて発展的に考察させるなど，この

ことは問題作成方針に合致したものであり適切である。 

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。 

第５問  

空間内における直線上の動点と定点，および２つの動点の距離の最小値について，座標を

用いる代数的な思考と図形的性質を用いる幾何的な思考の２つの方法で問題を解決するため

の見通しを立てて，的確かつ能率的に処理していく学習場面が設定されている。２つの解法

を比較することで数学的な見方・考え方のよさを実感できる問題であり，このことは問題作

成方針に合致したものであり適切である。 

理解しがたい表現や誤解を与える表現は特になく，配点は適切である。 

５ ま  と  め（総括的な評価） 

本年度の試験の平均点は「数学Ⅱ」が 35.43 点，「数学Ⅱ・数学Ｂ」が 57.74 点と，両科目にお

いて，前年度の試験と比べてやや下降した。多くの問題が基本～標準的な設問で構成されていた

点に加え，分量においても全体的に適切な量であり，出題内容においても極端な偏りもなく適切

であった。昨年度に引き続き，焦点化した問題を数学的に処理する知識・技能を問うだけでなく，

会話文などから問題解決の見通しを立てたり，目的に応じて数・式，図，表，グラフなどを活用

し数学的な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に処理したりする思考力・判断力・表現力等を

問うている。また、解決過程を振り返るなどして概念を形成することについて，統合的・発展的

に考える思考力・判断力・表現力等を問うている。これは数学的な問題解決の過程を重視してお

り，問題作成方針に沿った出題となっている。 

問題提示について，昨年度同様，問題の一部分を枠で囲んだり，書体を変えたり，会話文を必

要最低限にまとめたりするなどの工夫が見られた。また，問題解決の過程を振り返って考えるこ

とができるよう，どの問題も各設問間のつながりを意識し作られていた。さらに，問題文の余白

（計算スペース）も積極的に取られていた。これらは，前年度の問題評価・分析委員会報告書で

提案されていたことであるが，その提案が実現した形となっている。昨年度の提言を踏まえ，受

験者の力をより適正に見取ることができる問題提示の形式であったと評価できる。 

また，第 1 問で前設問が正解の場合のみ点が与えられる問題が出題された。証明の過程を重視し

た配点であり，受験者の力をより正確に見取ることができる。解答が分数になる場合，あえて分

母の数を与えている箇所があり，受験者への様々な配慮がうかがえた。また，基本的な公式の導

出の場面がいくつかあり，結果のみならず導出過程も重視する姿勢がうかがえた。さらに，会話

文を参考にしながら，一つの問題に対して複数の解法を用いて考察する学習場面が設定されてお

り，受験者の力をより多面的に見取ることができる。 

課題としては，受験者の学習の履歴によって解答のし易さに差が出たと思われる問題が，わず

かながらあった点である。しかし，丁寧な問題解決の方針にしたがって考察すれば正解に辿りつ

くことができ，深い学びや学びの質の向上にも必要な設問であったといえる。 

全体としては，高等学校数学の学びの質を問うよく練られた問題であり，高校現場における授

業改善，テスト作問の在り方について大きな示唆を得た。様々な制約の中で問題作成にかかわっ

た諸先生方，関係各位に敬意を表します。 
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